
特 集 第24回つべつふるさとまつり＆津別神社例大祭

第37回花壇コンクール《幸町自治会に最優秀賞》

今月の表紙 津別神社例大祭 ～子どもみこしも繰り出しました～

まちの話題 オーケストラの魅力に触れる 日本フィルセミナーコンサート開催

緊急時における輸送業務に関する協定 町と北見地区トラック協会が調印式

温故知新

鉄工職人ひと筋に

達美 北所登 さん



第

回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
＆

津
別
神
社
例
大
祭

24

９
月
９
日
・

日
の
両
日
、
第

回
つ
べ
つ
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
差
路
か
ら
津
別
神
社
前
の
町
道

１０

24

に
、
職
場
や
各
団
体
に
よ
る
様
々
な
食
べ
物
の
露
店
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
金
魚
す
く
い
な
ど
縁
日
の
出
店
が
軒
を
並
べ
、

町
内
外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
見
物
客
が
秋
ま
つ
り
の
風
情
を
楽
し
み
ま
し
た
。

津
別
神
社
例
大
祭
で
は
、
9
日
夕
に
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
琴
伝
流
大
正
琴
・
瑠
璃
の
会
が
境
内
の
ス
テ
ー
ジ
で
演
奏

を
披
露
。

日
の
本
祭
で
は
み
こ
し
や
伝
統
の
駒
踊
り
が
に
ぎ
や
か
に
町
内
を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

10

子どもたちに人気の射的ゲーム

津別中学校吹奏楽部の演奏 琴伝流大正琴 瑠璃の会の演奏

船橋市・ばか面おどりと帯広市・笑楽会のみなさん 伝統の駒おどり

手作り露店と子どもたちで賑わった縁日の出店 町内を練り歩くみこし

幸町自治会が最優秀賞受賞！

▲最優秀賞に輝いた幸町自治会の花壇

▲優秀賞（左から）東達美自治会女性部、豊永第一農事組合育苗団体、津別町商工会女性部の花壇

▲優良賞（左から）柏町自治会、活汲中央自治会、ケアハウスつべつ、友楽園すこやかクラブの花壇

▲努力賞（左から）本町自治会、豊永第三自治会の花壇

団
体
が
入
賞

10今
年
も
津
別
町
花
い
っ
ぱ

い
運
動
が
展
開
さ
れ
、
皆
さ

ん
が
協
力
し
て
植
え
、
育
て

た
美
し
い
花
々
が
、
通
り
や

花
壇
を
彩
り
ま
し
た
。

８
月
に
は
町
内
の
各
団
体

が
参
加
し
て
、「
第

回
花

37

壇
コ
ン
ク
ー
ル
」（
主
催

津

別
町
花
の
ま
ち
推
進
協
議

会
）
が
行
わ
れ
、
審
査
会
に

お
い
て
幸
町
自
治
会
の
花
壇

が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
ほ

か
、
合
わ
せ
て

団
体
が
入

10

賞
し
ま
し
た
。



津
別
町
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及
び
津
別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

日
本
の
急
速
な
少
子
高

齢
化
の
進
展
に
対
し
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
、

東
京
圏
へ
の
人
口
の
過
度

の
集
中
を
是
正
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
で
住
み
よ
い

環
境
を
確
保
し
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会

を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
、

昨
年
末
に
、
国
は
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
」
総

合
戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。

各
自
治
体
に
お
い
て
も
、

遅
く
と
も
今
年
度
中
に

「
地
方
版
の
総
合
戦
略
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
津
別
町

創
生
総
合
戦
略
会
議
の
審

議
を
経
て
、
津
別
町
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）
及
び
津

別
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
（
案
）

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
皆
さ
ま

か
ら
の
ご
意
見
を
募
集
致

し
ま
す
。

○募集期間 平成27年9月18日（金）～10月17日（土）まで

○意見を提出できる方

・町内在住者 ・町内勤務者 ・町内に事業所を有する法人、その他の団体

○閲覧できる場所

計画（案） ・データ～津別町ホームページ http://town.tsubetsu.hokkaido.jp/

・冊子～役場正面玄関ロビー、中央公民館、さんさん館

○記載事項 住所、氏名およびご意見

※書類様式は、町のホームページからダウンロードしていただくか、閲覧場所に備え

付けられたものを使用してください。

○提出方法 ・郵送 ・ＦＡＸ ・Ｅメール

・住民企画課職員または閲覧場所の職員へ提出してください。

※電話では受付致しません。

○注意事項 臼いただいたご意見については、個別に回答いたしません。

渦いただいたご意見の概要とそれに対する考え方については、別途公表いたします。

※ご意見を公表させていただく場合は、個人情報に十分配慮いたします。

○提出・問い合わせ先

住民企画課 〒092－0292 津別町字幸町41番地

緯（0152）76－2151 内線240、241 胃（0152）76－2976

E-mail：toukei@town.tsubetsu.hokkaido.jp

意見 の提出について

日 時／10月18日（日）午前10時～午後２時30分
会 場／さんさん館及び町道105号線の一部

↓
第
４
回
産
業
ま
つ
り
の
様
子
↑

問い合わせ先 産業振興課 緯76－2151（内線261）

主 催 つべつ産業まつり実行委員会（ＪＡつべつ、商工会、まちづくりセンター

運営協議会、津別観光協会、津別地区林業協同組合、津別町）

コ

ト

ク

ョ
ン

※補助を希望される方は、ペレットストーブ購入前に補助の申請手続きを行ってください。

問い合わせ・申請先 産業振興課再生可能エネルギー推進グループ 緯76－2151（内線318）

地球温暖化防止や津別町の森林資源の地産地消を目指し、木質ペレットストーブを購入する

方に対して、購入費の一部を補助します。

補 助 の

○津別町内に住所を有し、町内の住宅や事業所、自治

会などの活動拠点施設に木質ペレットストーブを

設置する方 ○町税を滞納していない方

○平成28年３月31日までに購入し、設置できる方

○ペレットストーブの使用状況等について、町が行

うモニター調査に協力できる方

補 助 金 の 額

ペレットストーブ（中古品を除く）本体（設置費等

を除く）の税抜き価格の３分の２以内（千円未満は切

り捨て）で、１台25万円を限度とします。

補 助 の 申 請

○補助金等交付申請書 ○誓約書兼同意書

○経費の内訳が明記されている見積書の写し

○ペレットストーブ設置位置図及び平面図

○ペレットストーブの仕様等が確認できるカタログ

の

○設置完了後、補助事業等実績報告書を提出してい

ただきます。

○町による現地確認調査を実施します。

○補助金の交付は、現地調査後となります。

※その他、津別町木質ペレットストーブ導入支援事

業補助金交付要綱によります。

支援金受領者を募集します！
「太陽光発電システム」と「木質ペレットストーブ」を導入する方に支援金を提供します！

申し込み・問い合わせ先 公益財団法人北海道環境財団

〒060-0004 札幌市中央区北4条西4丁目1番地 伊藤・加藤ビル4階 緯011－218－7811 胃011－218－7812

※産業振興課再生可能エネルギー推進グループ（緯76－2151 内線318）でも、ご相談の受付、申込用紙の配布

を行っております。

本事業は、自然エネルギーの

利活用を進めることを目的に、

全国の個人・企業より広く寄付を

募り、それを用いて太陽光発電

システム・木質ペレットストーブ

を導入する皆様に設置支援金を

提供します。

本取組みは、津別町、北見市、美幌町、（一社）くしろ

ソーシャルデザインネットワーク、（公財）北海道環境財

団の１市２町２法人にて北海道オホーツク再生可能エネ

ルギー普及・拡大推進コンソーシアムを設立（事務局：北

海道環境財団）し、協同で行うものです。

【募集世帯数】

100世帯（先着順）

【募集期間】

平成27年10月1日～12月末日まで

【支援金額について】

上限10,000円（寄付金総額に応じて支援額を確定）

【応募いただける方】

・北見、美幌、津別にお住まいで、２KW～10KW

未満の太陽光発電システムもしくは住宅に家庭用

木質ペレットストーブを設置する方

・2015年4月～12月末までに設置を完了する方

・アンケート等にご協力いただける方



８
月

日
、『
第

回
日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン

30

20

サ
ー
ト
』（
主
催

津
別
町
民
芸
術
劇
場
）
が
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

交
響
楽
団
の
団
員
が
、
全
国
か
ら
参
加
し
た
ア
マ

チ
ュ
ア
演
奏
家
を
指
導
す
る
「
つ
べ
つ
日
本
フ
ィ
ル

セ
ミ
ナ
ー
」
の
最
終
日
に
、
団
員
と
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者

で
編
成
さ
れ
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
成
果
を
披
露
す
る

恒
例
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

第
１
部
で
は
、
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
共
演
し

て
レ
ス
ピ
ー
ギ
作
曲
の
交
響
詩
「
ロ
ー
マ
の
松
」
な

ど
を
演
奏
。
第
２
部
で
は
、
ス
メ
タ
ナ
作
曲
の
交
響

詩
「
わ
が
祖
国
」
よ
り
《
高
い
城
》《
モ
ル
ダ
ウ
》
な

ど
の
曲
目
を
演
奏
し
、
来
場
者
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

奏
で
る
美
し
い
音
色
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

津
別
中
学
校
が
取
り
組
ん
で
い
る
『
総
合
的
な

学
習
の
時
間
』
の
一
環
と
し
て
、
２
年
生
が
町
内

の
農
家
で
３
日
間
の
農
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

８
月

日
に
行
わ
れ
た
２
日
目
の
学
習
で
は
、

21

2
年
生
が
６
か
所
の
農
家
に
分
か
れ
、
朝
か
ら
畑

の
雑
草
抜
き
や
収
穫
、
酪
農
作
業
な
ど
を
体
験
。

活
汲
の
澤
田
農
園
に
は
５
人
の
男
子
生
徒
が
訪
れ
、

農
園
の
方
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
畑
の
雑
草
抜
き

に
励
み
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
、
額
に
汗
し
て
黙
々
と
作
業
す
る

こ
と
で
、
働

く
こ
と
の
大

変
さ
や
達
成

感
を
実
感
す

る
と
と
も
に
、

農
業
・
酪
農

を
通
し
て
命

の
尊
さ
や
自

分
た
ち
の
手

で
食
べ
も
の

を
作
る
喜
び

を
学
び
ま
し

た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
魅
力
に
触
れ
る

日
本
フ
ィ
ル
セ
ミ
ナ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

地
域
か
ら
学
ぶ
～
津
別
農
業
の
現
状
と
未
来
～

津
別
中
学
校
の
２
年
生
が
農
業
体
験

９
月

日
、
平
成

年
度
津
別
町

１４

２７

市
民
後
見
人
養
成
研
修
の
修
了
式
が
、

林
業
研
修
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
は
講
義
や
実
習
な
ど
、
全
８

回
、

時
間
を
超
え
る
研
修
を
終
え

３０

た

人
の
受
講
者
が
出
席
。
一
人
ひ

１３
と
り
に
佐
藤
町
長
か
ら
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
、
最
後
に
友
澤
太
郎
弁
護

士
に
よ
る
講
話
「
市
民
後
見
人
へ
の

期
待
」
を
聴
い
て
研
修
を
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

修
了
者
は
、
津
別
町
安
心
サ
ポ
ー

ト
生
活
セ
ン
タ
ー
の
市
民
後
見
人
候

補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
、
家
庭
裁
判

所
の
選
任
に
よ
り
、
認
知
症
等
で
判

断
能
力
が
不
十
分
と
な
り
、
親
族
が

い
な
い
人
の
法
律
行
為
を
行
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
養
成
研
修
修
了
式

受
講
者
に
修
了
証
書
を
授
与

《 実 施 期 間 》
１０月１５日(木)～１０月２４日(土)

秋 の 輸 送 繁 忙 期 の
交 通 安 全 運 動

オホーツク総合振興局

保健環境部

○過労・過積載・過密な運転の防止

○スピードの出し過ぎなど無謀運転の防止

○高齢者の交通事故防止・夜光反射材の

普及

○夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中

の交通事故防止

○飲酒運転の根絶

運 動 の

津
別
町
と
一
般
社
団
法
人
・
北
見
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
よ
る
「
緊
急
時
に
お
け
る
輸
送
業
務
に

関
す
る
協
定
」
の
締
結
に
伴
い
、
9
月
3
日
、
林

業
研
修
会
館
で
協
定
書
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
調
印
式
に
は
佐
藤
町
長
と
北
見
地
区
ト
ラ
ッ

ク
協
会
か
ら
福
原
裕
二
会
長
が
出
席
し
、
協
定
書

を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

災
害
時
、
ま
た
は
災
害
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
る

場
合
に
は
、
救
援
物
資
や
生
活
機
能
回
復
の
た
め

の
物
資
の
輸
送
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
が
、

町
が
所
有
す
る
車
両
で
の
対
応
は
困
難
に
な
る
事

態
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
優
先
的
な
輸
送
体

制
の
確
保
を
図
る
た
め
に
協
定
を
結
ん
だ
も
の
で

す
。

子
ど
も
た
ち
が
水
泳
記
録
会
や
水
上
ゲ
ー
ム
で

プ
ー
ル
に
親
し
む
、『
す
い
む
ま
つ
り
』（
主
催

津
別
水
泳
協
会
）
が
、
９
月
５
日
、
温
水
プ
ー
ル

す
い
む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

メ
ー
ト
ル
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
記
録
会
で
は
、

25
声
援
が
送
ら
れ
る
中
、
参
加
者
が
自
己
記
録
の
更

新
を
目
指
し
て
懸
命
に
泳
ぎ
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
プ
ー
ル
ま
つ
り
で
は
、
水
上

玉
入
れ
や
浮
島
わ
た
り
、
浮
島
登
り
な
ど
の
ゲ
ー

ム
を
楽
し
み

ま
し
た
。
特

に
プ
ー
ル
中

央
に
浮
か
べ

た
マ
ッ
ト
の

上
に
登
る
人

数
を
競
う
浮

島
登
り
で
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー

ク
良
く
、
バ

ラ
ン
ス
に
注

意
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で

い
ま
し
た
。

緊
急
時
に
お
け
る
輸
送
業
務
に
関
す
る
協
定

町
と
北
見
地
区
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が
調
印
式

水
泳
記
録
会
と
水
上
ゲ
ー
ム
に
熱
戦

温
水
プ
ー
ル
で
す
い
む
ま
つ
り
開
催



共
和
に
あ
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

『
い
ち
い
の
園
』
に
勤
め
て
１
年
目
の
北

口
晴
加
さ
ん
。
介
護
福
祉
士
と
し
て
、

入
所
者
の
サ
ポ
ー
ト
に
日
々
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

美
幌
町
生
ま
れ
の
北
口
さ
ん
は
、
美

幌
高
等
学
校
を
卒
業
後
、
介
護
の
専
門

職
を
目
指
し
、
北
見
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
社

会
福
祉
専
門
学
校
介
護
福
祉
科
に
進
み

ま
す
。「
親
と
姉
が
介
護
関
係
の
仕
事

を
し
て
い
た
た
め
、
自
然
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」
と
い
う
の
が

そ
の
理
由
で
、
仕
事
の
厳
し
さ
と
や
り

が
い
を
身
近
で
感
じ
た
上
で
の
選
択
で

し
た
。

「
ま
だ
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

い
の
で
す
が
、
優
し
い
先
輩
た
ち
の
お

か
げ
で
楽
し
く
働
い
て
い
ま
す
。
夜
勤

の
と
き
な
ど
は
、
大
変
だ
な
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
入
所
者
の
方
の
笑

顔
を
励
み
に
頑
張
り
ま
す
」
と
話
す
北

口
さ
ん
。

実
務
経
験
を
積
ん
で
、
将
来
は
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
資
格
取
得
を
目
指
し

た
い
そ
う
で
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
法
は
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。

趣
味
は
読
書
で
、
愛
読
書
は
『
ハ
リ
ー

ポ
ッ
タ
ー
』
シ
リ
ー
ズ
。

入
所
し
て
い
る
方
の
笑
顔
が
仕
事
の
励
み
に

北
口

晴
加

さ
ん

きたぐち はるかさん／平成６年９月生まれ、特別養

護老人ホームいちいの園勤務

血圧は高くないですか？ ～今年はシオ対応！？～

「シオシオ（塩少）教室」に
参加しませんか
今年度から日本人の食事摂取基準が変わ

り、食塩の1日の目標量は男性8扱未満、
女性7扱未満になりました。日ごろ摂って
いるさまざまな食塩の量を知り、一緒に食

塩の摂取を減らす方法を考えませんか？

日 時 １０月２０日（火）、１１月１０日（火）

午後７時から１時間程度

場 所 町民会館 調理室

１回目：10月20日（火）
・塩の役割、食品に含まれる食塩の量
・家庭のみそ汁の塩分測定
２回目：11月10日（火）
・醤油やみその摂取量を減らす方法
・薄味にする方法

参加費 無料（どちらか１回の参加もＯＫ）

持ち物 エプロン

（10月20日は自宅のみそ汁1杯）

申込み １０月１６日（金）までに

保健福祉課健康医療グループまで

緯76－2151（内線231）

野菜を食べよう、1日 350ｇ！
先月の野菜はとうきびでした。今月の野菜は緑黄色野菜の

代名詞ともいえる野菜です。夜間の視力維持や感染症への抵抗力をあ

げるビタミンＡになるベータカロテンが豊富なオレンジの野菜は？

寒くなると血管が縮み血圧が上がります。

１日の生活でも血圧の上下はありますが、高

血圧の定義は血圧が140/90亜H扱以上、家

庭血圧なら135/85亜H扱以上をいいます。

こわいのは血圧が高いことではなく、いろいろな病気の発症や重

症化することです。食事による高血圧の予防には

・エネルギーの摂り過ぎによる肥満を防止する

・長期の多量飲酒に気をつける

・食塩の摂り過ぎに気をつける

また、生活の中で

・気温差に気をつける

・適温の入浴

・睡眠不足解消 などがあります。

年齢とともに上がる血圧・・・若いうちから意識しましょう。

「
若
い
こ
ろ
は
、
仕
事
を
覚
え
る

た
め
に
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で

働
い
た
も
の
で
す
」
と
話
す
の
は
、

鉄
工
職
人
と
し
て
長
く
津
別
の
産
業

振
興
に
貢
献
さ
れ
た
北
所
登
さ
ん
。

父
親
が
創
業
し
長
兄
が
継
い
だ
鉄
工

所
を
、
確
か
な
技
術
と
経
験
で
盛
り

立
て
て
き
ま
し
た
。

大
通
に
あ
っ
た
北
所
鉄
工
（
昭
和

年
に
達
美
移
転
）
の
三
男
と
し
て

４５生
ま
れ
た
北
所
さ
ん
は
、
富
山
県
で

の
奉
公
を
経
て
、
召
集
に
よ
り

歳
20

の
と
き
に
旭
川
の
師
団
に
入
営
し
ま

す
。
師
団
は
中
国
北
部
へ
出
征
す
る

も
、
半
年
で
終
戦
を
迎
え
ま
す
。

終
戦
後
、
津
別
に
帰
っ
た
北
所
さ

ん
は
、
２
年
ほ
ど
営
林
署
で
検
尺
の

仕
事
に
就
き
、
そ
の
後
家
業
の
鉄
工

所
を
手
伝
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当

時
は
農
機
具
を
中
心
に
手
掛
け
て
お

り
、
中
で
も
北
所
鉄
工
の
プ
ラ
ウ

（
畑
を
耕
す
犂
の
一
種
）
は
安
定
性
が

す
き

高
く
「
馬
に
引
か
せ
て
も
真
っ
直
ぐ

進
む
か
ら
、
作
業
中
で
も
手
を
離
し

て
タ
バ
コ
を
一
服
で
き
る
」
と
、
農

家
か
ら
の
評
判
が
良
か
っ
た
そ
う
で

す
。仕

事
を
覚
え
る
中
で
、「
世
話
に

な
っ
た
人
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
鉄
工

は
旋
盤
や
電
気
溶
接
の
技
術
を
取
得

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
わ
れ
、

本
を
読
む
な
ど
独
学
で
勉
強
し
ま
し

た
。
ト
ラ
ッ
ク
の
溶
接
修
理
を
頼
ま

れ
た
と
き
は
、
出
来
ば
え
を
褒
め
ら

れ
て
自
信
が
付
き
、
一
級
の
資
格
も

取
得
し
ま
し
た
」
と
、
若
き
日
々
の

奮
闘
を
語
る
北
所
さ
ん
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
を
振
り
返
っ
て

「
色
々
な
人
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
今

ま
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
仕
事
が
好

き
だ
っ
た
の
で
、
辛
い
と
思
っ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
笑
顔
を
見
せ

ま
す
。
仕
事
か
ら
一
線
を
退
い
た
後

も
、
自
宅
近
く
の
慣
れ
親
し
ん
だ
工

場
に
通
い
続
け
、
つ
い
数
年
前
ま
で

軽
作
業
の
手
伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま

し
た
。

2
年
前
か
ら
は
、
奥
さ
ん
と
二
人

で
ケ
ア
ハ
ウ
ス
つ
べ
つ
に
入
居
し
て

お
り
、
施
設
で
行
わ
れ
る
行
事
に
積

極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
穏
や
か
な

日
々
を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。

月
１
日
ま
で
に
左
記
の
納
期
限
が
到
来
し

１０
て
い
ま
す
。

・
町
道
民
税

１
期
～
２
期

・
固
定
資
産
税

１
期
～
３
期

・
国
民
健
康
保
険
税

１
期
～
４
期

・
軽
自
動
車
税

全
期
分

・
介
護
保
険
料

１
期
～
２
期

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

１
期
～
４
期

役
場
か
ら
届
い
て
い
る
納
付
書
を
確
認
し
て

い
た
だ
き
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
至
急
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

納
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
延
滞
金
の
計
算
の
対

象
と
な
り
、
納
付
す
る
税
額
や
納
付
日
に
よ
り
、

本
税
の
ほ
か
に
『
延
滞
金
』
も
納
め
て
い
た
だ
く

こ
と
と
な
り
ま
す
。

納
期
限
後
、
納
付
さ
れ
て
い
な
い
税
が
あ
る
と

『
督
促
状
』
を
送
付
し
ま
す
。
そ
れ
で
も
な
お
納

付
せ
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、
給
与
、

預
貯
金
、
財
産
等
の
差
押
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
方
は
、
そ
の

ま
ま
放
置
せ
ず
、
役
場
収
納
担
当
で
納
税
相
談
さ

れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
通
常
は

納
期
限
（
郵
便
局
は

日
）
の
引
落
し
に
な
っ
て

２５

い
ま
す
の
で
、
振
替
日
前
ま
で
に
口
座
の
残
高
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
残
高
不
足
で
口
座
振

替
が
で
き
な
い
場
合
は
納
付
書
（
役
場
収
納
担
当

で
再
発
行
し
ま
す
）
で
納
付
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。 納

付
の
お
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

きたじょ みのるさん／大正13年10月、津別町生まれ

／ 90歳／達美在住

さ
ん

北
所

登

鉄
工
職
人
ひ
と
筋
に

【450】

問い合わせ先 緯76－２１５１ 税務担当（内線２２０、２２１）

収納担当（内線 218）



平
成

年
度
に
小
学
校
に
入
学

28

す
る
児
童
を
対
象
に
、
就
学
時
健

康
診
断
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
健
康
診
断
は
、
学
校
保
健

安
全
法
に
よ
り
新
１
年
生
と
な
る

児
童
の
心
身
の
状
況
を
把
握
し
、

適
切
な
教
育
指
導
を
行
う
た
め
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。
保
護
者
同

伴
の
う
え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

日

程

月

日（
土
）

10

24

受
付
時
間

時

分
～

時

12

30

12

50

分
（
所
要
時
間
は
１
時
間

分
30

～
２
時
間

分
程
度
）

30

場

所

津
別
小
学
校

持
参
す
る
も
の

・
ス
リ
ッ
パ
等
の
上
履
き

・
母
子
手
帳

・

先
に
送
付
し
て
あ
る「
就
学
時
健

康
診
断
票
」「
就
学
時
健
康
診
断

問
診
票
」「
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
調

査
票
」
※
必
要
事
項
を
記
入
願

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
７
１
）

76
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
軽
油
以
外

の
石
油
製
品
か
ら
軽
油
を
密
造
し

た
も
の
な
ど
を
い
い
、
こ
れ
ら
を
製

造
・
販
売
・
使
用
す
る
こ
と
は
、
脱

税
行
為
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
気

汚
染
や
硫
酸
ピ
ッ
チ
の
不
法
投
棄

に
も
つ
な
が
る
な
ど
、
私
た
ち
の
健

康
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
悪
質

な
犯
罪
で
す
。

道
で
は
、
不
正
軽
油
撲
滅
に
向

け
て
関
係
機
関
と
連
携
し
、
取
締

り
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

「
不
正
軽
油
」
の
話
を
聞
い
た
り
、

見
た
り
し
た
と
き
は
、
次
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０
番

（
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
）
０
８
０
０

室
８
０
０
２
室
１
１
０

問
い
合
わ
せ
先

オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
税
務
課

緯
０
１
５
２
室

室
０
６
１
３

41

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
日
の
暮

ら
し
の
中
で
生
じ
る
国
や
特
殊
法

人
へ
の
苦
情
、
行
政
の
仕
組
み
や
手

続
き
に
関
す
る
ご
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
左
記
の
と

お
り
相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

道
路
・
河
川
・
年
金
・
社
会
福
祉
・

窓
口
サ
ー
ビ
ス
・
行
政
一
般
に
関
す

る
苦
情
の
他
、
ど
こ
に
相
談
し
て
よ

い
か
わ
か
ら
な
い
、
こ
う
し
て
ほ
し

い
な
ど
の
ご
要
望
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ご
相
談
は
無
料
で
、
秘
密

は
守
ら
れ
ま
す
。

日

時

月

日（
金
）

１０

１６

午
後
１
時
か
ら
３
時
ま
で

※
よ
ろ
ず
相
談
と
合
同
開
催

会

場

林
業
研
修
会
館
図
書
室

津
別
町
の
行
政
相
談
委
員

福
井

眞
知
子

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課

住
民
環
境
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
１
６
）

76

『
困
っ
た
ら

一
人
で
悩
ま
ず

総
務
省
の
行
政
相
談
』

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については、各防犯協会又は警察署にお問い合わせください。

安全・安心なまちづくりの日（１０月１１日）
及び全国地域安全運動（１０月１１日～２０日）

《運動重点》・子どもと女性の犯罪被害防止

・特殊詐欺の被害防止 ・タイヤ盗難の被害防止

・子どもと高齢者の交通事故防止

○女性が犯罪被害に遭わないために、夜間に人通りの

少ない道を歩くのは避けるとともに、イヤホンで音

楽を聴いたり、スマートフォンを操作しながら歩か

ないようにしましょう。

○息子を名乗って「病院に来ている」「会社の通帳を入

れたかばんが盗まれた」などと言い、お金を要求し

てきたら詐欺です。

○「ATMで医療費を還付する」「携帯電話を持って、

スーパーのＡＴＭへ」「銀行の担当者がＡＴＭで

待っている」などと言われたら詐欺です。

北
海
道
の
交
通
事
故
死
者
数

は
、
８
月

日
に
昨
年
よ
り

日

16

11

も
早
く
1
0
0
人
と
な
る
な
ど
、

憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
日
没
時

間
が
日
ご
と
に
早
ま
り
、
歩
行
者

と
自
動
車
の
衝
突
が
多
発
し
ま

す
。
ま
た
農
水
産
物
等
の
輸
送

の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
事
故
の
発
生

が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

運
転
者
、
同
乗
者
の
み
な
さ
ん
は

○
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
励
行
、
全

て
の
座
席
で
必
ず
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
を
着
用
す
る
。

○
飲
酒
運
転
を
絶
対
し
な
い
、
さ

せ
な
い
。

歩
行
者
の
み
な
さ
ん
は
、

○
横
断
歩
道
を
利
用
し
、
左
右
の

安
全
を
確
認
す
る
。

○
夜
間
は
明
る
い
色
の
服
装
や

夜
行
反
射
材
を
身
に
つ
け
る

な
ど
を
実
践
し
、
交
通
事
故
の
な

い
安
全
で
安
心
な
津
別
町
の
実

現
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

交
通
死
亡
事
故
の

抑
止
に
向
け
て

住民企画課

住民環境

グループ

就
学
時
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

企画グループ 緯76－2151

FAX76－2976

月
は
不
正
軽
油
防
止

10強
化
月
間
で
す

暮
ら
し
の
何
で
も
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

平
成

年
度
全
国
労
働
衛
生
週

２７

間
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

近
年
は
過
重
労
働
に
よ
る
健
康

障
害
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
な

ど
の
健
康
問
題
、
化
学
物
質
に
よ

る
健
康
障
害
が
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

労
働
者
の
健
康
確
保
の
観
点
か

ら
健
康
診
断
の
実
施
の
徹
底
、
健

診
結
果
に
基
づ
く
事
後
措
置
後
の

適
切
な
実
施
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理

活
動
の
一
層
の
促
進
を
図
る
こ
と

と
す
る
も
の
で
す
。

『
職
場
発
！

心
と
身
体
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

は
じ
ま
る

広
が
る

健
康
職
場
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

月
１
日
か
ら

１０

月
７
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

１０
こ
の
機
会

に
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
に
お

い
て
労
働
者

が
働
き
や
す

い
職
場
環
境

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

安
全
衛
生
課

緯
０
１
５
７
室

室
７
４
０
６
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例
年
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
衝
突

事
故
が
、

月
か
ら

月
に
か
け

10

11

て
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
は
法
定

速
度
を
守
り
、
エ
ゾ
シ
カ
を
見
か

け
た
ら
、
更
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン

を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

◎
日
没
か
ら
夜
間
、
早
朝
は
注

意
！

◎
エ
ゾ
シ
カ
の
目
は
、
ヘ
ッ
ド
ラ

イ
ト
を
反
射
し
て
光
り
ま
す
。

夜
間
に
光
る
も
の
を
見
た
ら
、

ま
ず
、
減
速
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
エ
ゾ
シ
カ
は
、
群
れ
で
行
動
し

て
い
ま
す
。
道
路
を
横
断
し
て

い
る
シ
カ
を
見
か
け
た
ら
、
２

頭
目
が
い
る
も
の
と
意
識
し
て

く
だ
さ
い
。

◎
エ
ゾ
シ
カ
は
、
車
が
近
づ
い
て

も
逃
げ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
ま

た
、
動
き
も
意
外
と
鈍
い
の
で
、

減
速
し
な
い
と
衝
突
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

◎
森
林
沿
い
の
道
路
は
、
エ
ゾ
シ

カ
の
通
り
道
で
す
。
飛
び
出
し

に
注
意
し
て
、
走
行
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
林
政
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
２
５
９
）

76

８
月

日
に
実
施
し
た
３
歳
児

25

健
診
で
、
む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ

ち
を
紹
介
し
ま
す
。

金
一

晃
世
く
ん
（
木
樋
）

こ
う
せ
い

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル
ー
プ

緯

室
２
１
５
１（
内
線
３
３
２
）

76

通
販
の
返
品
ト
ラ
ブ
ル
に
ご
注
意
！

産業振興課

商工観光

グループ

緯76－2151

（内線258）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
子
ど
も

の
洋
服
を
注
文
し
た
が
、
届
い
た

商
品
が
画
面
で
見
た
イ
メ
ー
ジ

と
違
っ
て
い
た
の
で
返
品
し
た

い
。ネ

ッ
ト
通
販
は
、
自
宅
で

ゆ
っ
く
り
と
豊
富
な
商
品
の

中
か
ら
選
べ
便
利
で
魅
力
的

で
す
が
、
様
々
な
事
業
者
も

参
入
し
て
い
る
の
で
返
品
ト

ラ
ブ
ル
も
多
発
し
て
い
ま
す
。

特
定
商
取
引
法
で
は
通
信
販

売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

が
な
く
、
か
わ
り
に
「
返
品
特
約
」

の
表
示
を
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

そ
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
８
日

以
内
に
限
り
消
費
者
負
担
で
返

品
で
き
ま
す
。
破
損
や
不
良
品

な
ど
販
売
店
側
の
ミ
ス
を
除
く

ケ
ー
ス
を
除
き
、「
イ
メ
ー
ジ
と

は
違
う
」
な
ど
の
消
費
者
側

の
理
由
だ
け
で
は
返
品
で
き

ま
せ
ん
。
通
販
を
利
用
す
る

時
は
、
会
社
概
要
や
所
在
地
、

電
話
番
号
を
必
ず
確
認
し
、

商
品
の
詳
細
や
返
品
ル
ー
ル

を
確
認
し
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ

な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

緯
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

室
０
３
６
６
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月
～
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前

時
～
午
後
４
時

10

A

エ
ゾ
シ
カ
と
の
衝
突
事
故
に

ご
注
意
を

Q

就活セミナー・職場個別面談・
福祉の仕事相談

福祉職場が分かる１日。
就職を考える方、関心のある方
ぜひ参加してみませんか。

《福祉情報の閲覧》

網走管内の福祉施設・事業所が参加を

予定しています。

日 時 11月７日（土）

午前10時30分～午後２時30分

会 場 ホテル黒部

（北見市北７条西１丁目）

参加方法 直接ご来場ください。参加無

料。午前のみ・午後のみ可能です。

主催・問い合わせ先

社会福祉法人 北見市社会福祉協議会

緯0157－22－8046

む
し
歯
ゼ
ロ
の
お
友
だ
ち

を
紹
介
し
ま
す

全
国
労
働
衛
生
週
間
の

実
施
に
つ
い
て

福祉職場 会

町民みんなの安全意識で達成した、大きな節目で

す。これからも津別町から交通事故をなくすための

運動に努めます。

次回の目標達成である２,５００日に向けて、みなさん

のより一層のご協力をお願いいたします。

〈住民企画課住民環境グループ〉

の 事 日 日
ま 日 ２ 月１０日



雇用トラブルの解決を支援する

『個別的労使紛争あっせん』

みんなの人権110番 緯 0570－003－110
ゼロゼロみんなのひゃくとおばん

子どもの人権110番 緯 0120－007－110
ぜろぜろななのひゃくとおばん

女性の人権ホットライン 緯 0570－070－810
ゼロナナゼロのハートライン

月曜日から金曜日（年末年始・祝日を除く）の

午前８時30分から午後５時15分まで。

※面接による相談もお受けしております。

釧路地方法務局・釧路人権擁護委員連合会

人権困りごとなんでも相談

募集人員 １名 採用予定年月日 平成２８年４月１日

応募資格 概ね３５歳までの方で、次の要件のいずれかを

満たす方

（１）土木の設計・施工に関する職務経験が５年以上ある方

（２）学校教育法による４年制大学で土木工学に関する専

門課程を修めて卒業した方又は平成２８年３月末までに

卒業見込みの方

※ただし、日本国籍を有しない方又は地方公務員法第

１６条（欠格条項）に該当する方は受験できません。

試験方法 作文筆記、個人面接

試験日時、場所等

期 日 平成２７年１１月４日（水）午前９時～

場 所 津別町役場林業研修会館（役場庁舎裏）

受験申込手続

平成２７年１０月２６日（月）までに次の書類を提出して

ください。

（１）職員採用試験申込書（自筆すること）

※ホームページより入手してください。

http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/

その他、自己アピール等があれば、併せて提出してくだ

さい（様式自由、パソコン等可、Ａ４版２ページ以内）

（２）添付書類

臼上記、応募資格（１）の場合は特にありません。

渦上記、応募資格（２）の場合

・大学の卒業証明書又は卒業見込証明書

・成績証明書

応募・照会先

〒092-0292 網走郡津別町字幸町４１番地

津別町役場総務課庶務グループ 緯0152－76－

2151 soumu1@town.tsubetsu.hokkaido.jp（照会・

問合 せのみ）※受験の申し込みについては、郵送又は持

参で お願いします。

平成28年度 津別町職員（土木技術職員）募集

北海道労働委員会では、突然の解雇やパワハラ・セ

クハラ・時間外の未払い等の雇用や労働条件のトラ

ブルを解決する“あっせん”を行っています。

労働問題に精通した公益委員・労働者委員・使用

者委員の３人一組が当事者から事情を聴き、公平中

立な立場で問題点を整理して助言を行い、双方に歩

み寄りによる解決を図ります。

申請は簡単・無料で秘密厳守の上、迅速に対応しま

す。遠隔地には現地に出向き対応します。

●ホームページ

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/rd/sms/

●労働問題

【労働ホットライン】フリーダイヤル0120－81－6105

受付時間：月～金曜日 午後５時～午後８時

土曜日 午後１時～午後４時

●あっせんの相談申請

【北海道労働委員会事務局】緯011－204－5667（直通）

受付時間：月～金曜日 午前８時45分～午後５時30分

※いずれも祝日、年末年始を除く。

●津別峠展望施設が冬期閉館となります。

これに伴い、津別町ホームページにあります「津別

峠ライブカメラ」も画像の更新が休止となります。

閉館期間 １０月３１日（土）から

平成２８年５月３１日（火）まで

問い合わせ先 産業振興課商工観光グループ

緯７６－２１５１（内線２５８）

※津別峠に通じる道道５８８号（屈斜路津別線）は、１１

月４日（水）から平成２８年５月下旬まで冬期通行止め

となります（天候・路面状況により変更の場合あり）。

問い合わせ先 オホーツク総合振興局網走建設管理部

事業課 緯０１５２－４１－０７４２

津津津津津津津津津津津津津津津津津津津津別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠峠展展展展展展展展展展展展展展展展展展展展望望望望望望望望望望望望望望望望望望望望施施施施施施施施施施施施施施施施施施施施設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉閉津別峠展望施設冬期閉館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館館
（道道５８８号冬期通行止め）

「暮らしを みんなで 見直そう！！」をテーマに、

生活に役立つ展示やイベントを行います。生活情報を

多くの方に知ってもらい日々の暮らしに役立つ情報が

盛りだくさん。私たちの暮らしを見直し、また賢い消

費者となるために一緒に考えてみませんか。

日 程 １０月１７日（土）・１８日（日）

時 間 午前１０時～午後３時

場 所 美幌消費者協会

地域振興センター内（美幌町栄町４丁目4-1）

内 容 （１）情報パネル・食品添加物の表示

（２）容器包装（パッケージ）の少ない商品の

展示

（３）悪徳商法に関するセミナー

（４）手作りどら焼きの販売（会員限定）

問い合わせ先 美幌消費者協会 緯７２－０３６６

活展を開催します

～地域材活用住宅等リフォーム
促進事業の受付について～

道では平成２７年４月１日以降に工事契約し、平

成２８年１月２９日までに工事完了・実績報告でき

る道産木材を利用した住宅等のリフォームのうち、

対象木材を５０％以上利用するなどの一定の要件を

満たすものについて、上限２０万円の商品券を交付

します。

交付券は臼JCBギフトカード渦日専連ギフト

カード嘘全国百貨店共通商品券のいずれか１種類

を選択できます。

募集期間

平成２７年１０月１９日

～１１月１３日まで

問い合わせ先

北海道木材産業

協同組合連合会

緯０１１－２５１－０６８３

道産木材を利用して住宅等を

リフォームされる皆さまへ

消費者問題では、悪徳商法をめぐる被害や欠陥

商品の被害など、消費者トラブルが多様化し複雑

化してきています。

最近の消費生活相談の報告を受け、消費者問題

への意識向上を図ります。

開催日 １０月３０日（金）

時 間 午後６時～８時

会 場 林業研修会館 ２階 集会室

テーマ くらしの安心・安全セミナー （無料）

主 催 津別町

講 師 一般社団法人北海道消費者協会

非常勤講師

【問い合わせ先】

産業振興課

商工観光グループ

緯７６－２１５１

（内線２５８）

ーを
開催します

ストーブなど暖房器具を使用する季節を迎えました。

悲惨な火災事故を防ぐため日ごろから、出かける前、

就寝前には『火の元』を点検しましょう。

《火災予防運動５つの行事》

１.車両による防火呼び掛け 10月17日（土）午後１時

※消防車など7台が防火呼び掛けパレードを行います。

２.サイレン吹鳴 10月15日～21日 午後７時

３.消防車等による町内広報 10月15日～31日

４.町内弱者宅防火訪問（高齢者・身障者）

10月15日～31日

５.防火パークゴルフ大会

10月18日（日）受付午前８時15分

「無防備な 心に火災が かくれんぼ」
火事と救急は『119』

問い合わせ先

津別消防署

緯76－2189

《10月15日から31日までの17日間》

「必ずチェック 最低賃金！ 使用者も、労働者も」

北海道内で事業を営む使用者及びその事業場で働く

すべての労働者（臨時、パートタイマー、アルバイト

等を含む）に適用されます。

・最低賃金額 時間額７６４円
・効力発生年月日 平成２７年１０月８日（木）

※最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、

臨時に支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入

されません。

※最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃

金法違反として処罰されることがあります。

※特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造

業」、「鉄鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、

電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「船舶製

造・修理業、船体ブロック製造業」）で働く者には北

海道の特定（産業別）最低賃金が適用されます。

〈問い合わせ先〉

・北見労働基準監督署 緯０１５７－２３－７４０６

・北海道労働局 労働基準部 賃金課

緯０１１－７０９－２３１１（代表）

１０月８日から最低賃金が改定されます！



ＰＣＢを使用している電気機器（変圧器、コンデンサ、

蛍光灯安定器〈家庭用除く〉など）を保有している皆様は、

ＰＣＢ特別措置法などに基づく届出が必要です。あなた

が所属する事業所などで使用している電気機器や電気室、

キュービクル、倉庫などに保管されている電気機器を点

検してください。

※北海道のホームページに電気機器等のメーカーの問い

合わせ窓口を掲載していますので参考としてください。

《ＰＣＢ含有廃電気機器等の処理について》

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/jss/top_page/

pcbganyukiki.htm

点検の結果、ＰＣＢを使用していた（る）電気機器で届

出がされていない場合は、直ちに届出を行ってください。

なお、詳しくは、北海道までお問い合わせください。

問い合わせ先 北海道環境生活部環境局循環型社会推進課

（廃棄物管理グループ）緯０１１－２０４－５１９９

今年度から新しく、生後３か月～７か月児の保

護者を対象にしたわんぱく学級（育児学級）を開

催します。わんぱく学級では、子どもの身体と心

の育ち、親子遊び、病気や病院受診の方法、子ど

もと大人の食事などの講話を予定しています。

是非、気軽にご参加ください。参加費は無料です。

日 程 １１月１８日（水）、２５日（水）、

１２月２日（水）、９日（水）

場 所 認定こども園こどもの杜

子育て支援センター

持ち物 筆記用具

申込締切 １１月１６日（月）まで

※当日は託児がありますので申し込みの際にお

知らせください。人数が定員に満たない時に

は中止する場合があります。

申し込み・問い合わせ先

保健福祉課 健康医療グループ

緯７６－２１５１（内線332）

ＰＣＢを使用している電気機器等を使用
又は保管していないか点検してください！
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勢
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査
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一
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、
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ん
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で
す
。

平
成
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十
七
年
国
勢
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査
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少
子
高
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化
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に
お
け
る
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本
の
未
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で
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要
で
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国
勢
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査
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証
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を
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帯
し
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い
ま
す
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調
査
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朝
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す
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ま
す
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ま
す
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い
な
い
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プ
に
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十
月
七
日
ま
で
に
提
出
を
よ
ろ
し
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お
願
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し
ま
す

総務省・北海道・津別町（企画グループ 緯76－2151 内線241）

〈国勢調査コールセンター〉
■設置期間／平成27年8月24日から10月31日まで

■受付時間／午前8時～午後9時 (土・日・祝日にもご利用になれます)

※おかけ間違いのないようにご注意ください。

※ナビダイヤルの通話料金は，一般の固定電話の場合，全国一律で市内通話料金でご利用

いただけます。携帯電話・PHSの場合は，それぞれ所定の通話料金となります。

※IP電話用電話番号の通話料金は，所定の通話料金となります。

※IP電話の場合
緯03-4330-2015

0570－07－2015

わんぱく学級に参加しませんか？

▼第３号被保険者である奥様へ

厚生年金や共済年金などに加入するご

主人に扶養されている奥様は、国民年金

の第３号被保険者です。保険料はご主人

の年金制度が負担しますので、奥様の名

前で個別に納める必要はありません。

しかし、ご主人の定年退職や仕事を辞

めた場合に注意が必要です。

▼変更手続きが必要な場合があります

第３号被保険者の立場はご主人あって

のもの。例えばご主人が60歳で定年退職

した場合、年金受給権があるご主人は年

金に加入する必要がなくなります。しか

し、奥様が60歳に満たない場合は、第３

号から第１号被保険者への変更手続きを

して保険料を納めなければなりません。

▼専業主婦の方が手続きを忘れがち

専業主婦の奥様の場合、この変更手続

きを忘れがちです。ご主人の定年だけで

はなく、ご主人が仕事を辞めたときも、ご

主人の国民年金への加入届けと共に、奥

様は第３号から第１号への変更届を役場

窓口に提出しましょう。

専業主婦の皆さん！ご存知ですか

年金ミニ知識
問い合わせ 戸籍・年金担当
緯76－2151 内線222、223

出産前後の世帯では、一般的な家庭と比べて支出が増えて

います。北海道では、対象となる方の経済的な負担を和らげ

るため、出産前後の家庭に対して臨時的な支援（商品券５,０００

円）を行います。

◇利用期間

平成２７年１０月１日（木）～平成２８年１月３１日（日）

◇取扱店

事前に登録された道内の店舗（ドラッグストア、コンビニエ

ンスストアなど）

◇給付対象の方

平成２７年１月１日～１２月３１日までの期間に「母子健康手

帳」を交付された方で、申請時に北海道内に居住している方

◇申請方法

「母子健康手帳」交付時に市区町村の各担当窓口より「商品

券交付申請書」封筒を受け取り、「申請書」を返信していた

だくことにより北海道内の取扱店でお使いいただける商品

券をお送りいたします（既に「母子健康手帳」の交付を受け

ている方は、各市区町村の担当窓口に「母子健康手帳」を提

示のうえ、「商品券交付申請書」をお受け取りください）。

※また、「商品券交付申請書」は、下記ホームページからダウ

ンロードすることができます（申請には別途送料がかかりま

す）。申請締切りは平成27年12月31日（当日消印有効）。

◇問い合わせ先

こんにちは赤ちゃん・プレママ臨時サポート事業事務局

緯０１１－３３０－８５２３ 受付時間：9:00～17:00（土・日・

祝日・年末年始を除く、平成２８年３月３１日（木）まで

ホームページ： http://www.heartful-premama-hkd.jp

んにちは ち ん
プ 時 ー 業

北海道運輸局北見運輸支局

http://www.tenken-seibi.com

『えっ本当！車に乗るのに
点検整備やってないの？』

～安全確保と環境保全は、

クルマの点検・整備が必要です～

自動車点検整備
推進運動実施中

＜強化実施期間＞

平成27年９月、10月の２か月間

平成２８年度から使用する義務教育学校の

中学校教科用図書の採択結果の公表について
平成２８年度から津別町で使用する中学校の教科用図書につ

いては、文部科学省からの通知に基づき、北海道第９地区（オ

ホーツク管内１８市町村）において選定を行ったものを、市町

村教育委員会が採択することとなっており、津別町において

は８月開催の教育委員会において、第９地区の選定どおり採

択されました。

なお、採択結果、採択理由、調査研究資料等については、

教育委員会事務局にて１０月末まで開示しておりますので、お

知らせいたします。また、第９地区における選定経過等につ

いては、網走市教育委員会管理課事務室において開示してお

りますので、併せてお知らせします。

問い合わせ先 津別町教育委員会生涯学習課学校教育グループ

緯７６－２１５１（内線272）


